
 
 

 

一 

 
 

 

就
労
支
援
給
付
制
度
の
導
入
に
関
す
る
法
律
案 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
就
労
す
る
者
が
生

活
の
安
定
と
向
上
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
労
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
鑑
み
、
当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
就
労
支
援
給
付
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
就
労
支
援
給
付
制
度
」
と
は
、
就
労
促
進
支
援
給
付
及
び
特
定
就
労
者
支
援
給
付
に
係
る
制

度
を
い
う
。 

 

（
就
労
支
援
給
付
制
度
の
導
入
） 

第
三
条 

政
府
は
、
次
条
及
び
第
五
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
就
労
支
援
給
付
制
度
を
導
入
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
に

必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
速
や
か
に
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
就
労
促
進
支
援
給
付
） 



 

 
 

 

二 

第
四
条 

就
労
促
進
支
援
給
付
に
係
る
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
方
針
と
す
る
。 

 

一 
就
労
促
進
支
援
給
付
の
対
象
者
は
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
、
健
康
保
険
法
（
大
正

十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
そ
の
他
の
社
会
保
険
制
度
に
関
す
る
法
律
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
社
会
保
険
制
度
関
係
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
被
扶
養
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
被
扶

養
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
就
労
に
よ
る
収
入
の
増
加
を
理
由
に
被
扶
養
者
で
な
く
な
り
、

社
会
保
険
制
度
関
係
法
の
規
定
に
よ
り
社
会
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
（
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
を

除
く
。
）
の
う
ち
、
社
会
保
険
料
の
負
担
に
よ
り
就
労
の
意
欲
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
観
点
を
踏
ま
え
、

そ
の
収
入
の
額
が
二
百
万
円
（
そ
の
者
が
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
お
お
む
ね
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
厚
生
年
金
の

受
給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障
害
者
（
同
項
第
一
号
に
お
い
て
「
高
齢
者
等
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

二
百
五
十
万
円
）
未
満
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

就
労
促
進
支
援
給
付
の
額
は
、
前
号
の
対
象
者
の
収
入
の
額
に
応
じ
て
そ
の
社
会
保
険
料
の
負
担
に
よ
り
就
労
の
意
欲

が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
観
点
を
踏
ま
え
て
定
め
る
額
と
し
、
当
該
収
入
の
額
の
逓
増
に
応
じ
て
逓
減
す

る
も
の
と
す
る
こ
と
。 



 
 

 

三 

 
（
特
定
就
労
者
支
援
給
付
） 

第
五
条 

特
定
就
労
者
支
援
給
付
に
係
る
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
方
針
と
す
る
。 

 

一 

特
定
就
労
者
支
援
給
付
の
対
象
者
は
、
そ
の
収
入
の
額
が
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
規

定
に
よ
る
給
付
そ
の
他
の
生
活
に
困
窮
す
る
者
に
対
す
る
給
付
の
額
を
勘
案
し
て
定
め
る
額
以
上
で
二
百
万
円
（
そ
の
者

が
高
齢
者
等
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
百
五
十
万
円
）
未
満
で
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る

も
の
（
前
条
第
一
号
の
対
象
者
及
び
被
扶
養
者
を
除
く
。
）
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

就
労
時
間
の
合
計
が
一
定
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

就
労
に
よ
る
収
入
以
外
の
収
入
の
額
の
合
計
が
一
定
額
未
満
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
就
労
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
る
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。 

 

二 

特
定
就
労
者
支
援
給
付
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

 
 

イ 

前
号
の
対
象
者
の
収
入
の
額
が
、
被
扶
養
者
の
認
定
に
係
る
収
入
の
額
を
基
礎
と
し
て
定
め
る
額
（
ロ
に
お
い
て
「
基

準
額
」
と
い
う
。
）
未
満
の
場
合 

当
該
対
象
者
の
収
入
の
額
に
応
じ
て
当
該
対
象
者
の
就
労
を
促
進
す
る
観
点
か
ら



 

 
 

 

四 

定
め
る
額
と
し
、
当
該
収
入
の
額
の
逓
増
に
応
じ
て
逓
増
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

前
号
の
対
象
者
の
収
入
の
額
が
基
準
額
以
上
の
場
合 

前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
基
本
方
針
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

２ 

特
定
就
労
者
支
援
給
付
に
係
る
制
度
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
保
護
そ
の
他
の
生
活
に
困
窮
す
る
者
に
対
す
る
支
援

に
係
る
制
度
と
相
ま
っ
て
、
就
労
す
る
者
に
対
し
、
そ
の
収
入
の
状
況
そ
の
他
の
諸
事
情
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
適
切
な

支
援
が
確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
検
討
） 

２ 

政
府
は
、
第
三
条
の
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
の
実
施
状
況
等
を
踏
ま
え
、
就
労
す
る
者
が
生
活
の
安
定
と
向
上
を

図
り
つ
つ
、
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
労
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
抜
本
的
に
見
直

す
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



 
 

 

五 

 
一 

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
第
三
号
被
保
険
者
に
係
る

制
度
の
見
直
し 

 

二 

厚
生
年
金
保
険
及
び
健
康
保
険
の
適
用
範
囲
の
更
な
る
拡
大 

 

三 

多
様
な
就
労
形
態
に
応
じ
た
処
遇
の
改
善
、
社
会
保
障
の
充
実
等
の
た
め
の
方
策 

 





 
 

 

七 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
就
労
す
る
者
が
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図

り
つ
つ
、
そ
の
意
欲
及
び
能
力
に
応
じ
て
就
労
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
分
の

間
の
措
置
と
し
て
就
労
支
援
給
付
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
関
し
、
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、

こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


